
分
類 件　　　名

誠心会 無所属の会
市民の力

議会改革
ネットワーク

湖南市
公明党
議員団

日本共産党
湖南市
議員団

無会
派

加
藤　

貞
一
郎

菅
沼
　

利
紀

松
山
　

克
子

山
本
　

吉
宗

森
　
　
　

淳

望
月
　
　

卓

粟
津
　

寬
三

植
中
　
　

都

赤
祖
父　

裕
美

矢
野
　

進
次

鵜
飼　

八
千
子

桑
原
田
美
知
子

立
入
　

善
治

松
井
　

圭
子

上
野
　

雅
代

契
約

契約の締結について
（湖南市立甲西中学校改築工事（建築工事））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

契約の締結について
（湖南市立甲西中学校改築工事（電気設備工事））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

そ
の
他

専決処分の承認を求めることについて（専決第６号
湖南市個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例の一部を改
正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

意
見
書
第
4
号
　
「
次
期
介
護

保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉

用
具
、住
宅
改
修
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書
」

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉

用
具
、
住
宅
改
修
サ
ー
ビ
ス
は
、

高
齢
者
自
身
の
自
立
意
欲
を
高

め
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

と
い
う
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、手
す
り
や
歩
行
器
な
ど

の
軽
度
者
向
け
福
祉
用
具
は
、
転

倒
、骨
折
予
防
や
自
立
し
た
生
活
の

継
続
を
実
現
し
、重
度
化
を
防
ぎ
遅

ら
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
外
出
機
会
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

を
防
ぎ
、
社
会
生
活
の
維
持
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、平
成
27
年
6
月
30
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た「
骨
太
の
方
針
」

の
中
で
、
次
期
介
護
保
険
制
度
改

革
で
、
軽
度
者
（
要
介
護
2
以
下
）

に
対
す
る
福
祉
用
具
利
用
の
給
付

抑
制
を
検
討
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
見
直
す
中
で
、
軽
度
者

に
対
す
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修

の
利
用
が
原
則
自
己
負
担
に
な
れ

ば
、特
に
低
所
得
者
世
帯
な
ど
弱
者

の
切
り
捨
て
に
な
り
か
ね
ず
、ま
た
、

福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
利
用
が

抑
制
さ
れ
る
と
重
度
化
が
進
み
、

高
齢
者
の
自
立
的
な
生
活
を
阻

害
し
、
結
果
と
し
て
介
護
保
険
給

付
の
適
正
化
と
い
う
目
的
に
反
し

て
、
給
付
費
が
増
大
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、次
期
介
護
保
険
制
度
改

正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、住
宅
改
修

の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険

の
理
念
に
沿
っ
て
、
介
護
が
必
要
な

方
の
生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
検
討

を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見
書

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
た

地
震
対
策
な
ど
、
懸
案
事

項
で
あ
る
庁
舎
整
備
に
つ
い

て
、
議
会
に
お
い
て
も
庁
舎

整
備
を
専
門
に
議
論
す
る
た

め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
会
派
か
ら
と
無
所
属
議

員
及
び
副
議
長
の
計
7
名
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

「
湖
南
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
基
づ
く
庁
舎
及
び
そ

の
周
辺
の
公
共
施
設
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
を
協
議
の
範
囲
と

し
、
市
民
目
線
に
立
ち
、
誰
も
が

使
い
や
す
く
、
安
全
、
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
拠
点
と
な
り
、
財

政
的
に
も
将
来
に
大
き
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
協
議
す
る
こ
と
が

委
員
会
の
設
置
目
的
で
す
。

昭
和
53
年
建
設
の
東
庁
舎
は
耐

震
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
大
き
な
関
心
ご
と
で
あ
る

整
備
計
画
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

将
来
を
見
通
し
、
き
め
細
か

く
、
し
っ
か
り
と
議
論
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。委

員
長
　
松
山
　
克
子

賛否が分かれた案件の審議結果一覧 ※議長は採決に加わりません。　○：賛成　●：反対

意
見
書
審
議
報
告

庁舎整備特別委員会

湖南市議会だより3


